
令和 5 年 7 月 20 日発行 大阪府立貝塚南高等学校ＰＴＡ会報 第 140号　（12）

陸
上
競
技
部

陸
上
競
技
部

　

陸
上
競
技
部
に

は
、
三
年
生
六
名
、

二
年
生
二
名
、
一

年
生
六
名
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
五
月

の
大
阪
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
は
、
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
男
子

一
五
〇
〇
ｍ
と
男
子

ハ
ン
マ
ー
投
げ
、
男
子
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー

に
出
場
し
ま
し
た
。
近
畿
大
会
出
場
と
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
年
生
は
清
々
し
い
達
成

感
に
満
ち
溢
れ
な
が
ら
引
退
し
ま
し
た
。
誰
一

人
欠
け
る
こ
と
な
く
毎
日
練
習
に
励
み
、
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
努
力
を
続
け
た
三
年
生
。

彼
ら
が
築
き
上
げ
た
貝
南
陸
上
部
を
、
こ
れ
か

ら
は
一
、二
年
生
で
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
現
在

三
年
生
二
名
、
二
年
生

三
名
、
一
年
生
八
名
の

計
十
三
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
新
入
生
を
迎

え
て
臨
ん
だ
春
季
大
会

で
は
一
回
戦
で
敗
退
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
八
月
末
か
ら
始

ま
る
選
手
権
大
阪
大
会
で
の
三
回
戦
進
出
を
目

標
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
日
々
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

　

新
入
生
が
四
名
入
部
し
、
計
十
五
名
（
内
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
名
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
少

な
い
人
数
で
試
合
を
す
る
為
、
希
望
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
守
れ
な
か
っ
た
り
、
複
数
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

の
練
習
し
た
り
と
大
変
で
す
が
、
春
の
大
会
は

公
式
戦
で
は
二
〇
一
八
年
以
来
と
な
る
勝
利
を

挙
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
夏
の

大
会
で
三
年
生
が

引
退
す
る
と
選
手
は

十
名
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
今
か
ら
で

も
﹃
本
気
で
野
球
に

取
り
組
む
﹄
部
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
三
年
生
二
名
だ
っ
た
と

こ
ろ
、
新
た
に
一
年
生
五
名
を
迎
え
、
八
月
に

行
わ
れ
る
三
年
生
最
後
の
大
会
と
な
る
秋
季
大

会
に
向
け
日
々
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
高
校

か
ら
初
め
て
四
か
月
後
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
一
年

生
た
ち
は
、
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
多

く
、
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
楽
し
く
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
初
心
者
大
歓
迎
で
部
員
募
集

中
で
す
。
是
非
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
に
来
て

く
だ
さ
い
。

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
現
在
三
年
生
七
名
、

二
年
生
七
名
、
一
年
生
四
名
の
計
十
八
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
先
日
行
わ
れ
た
春
季
大
会
団

体
戦
・
個
人
戦
で
は
と
も
に
中
央
大
会
へ
進
出

し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
近
畿
大
会
出
場
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

し
て
今
は
七
月
に
行
わ
れ
る
大
阪
総
体
個
人
戦

に
向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

大
会
が
三
年
生
の
引
退
試
合
に
な
り
ま
す
の
で

三
年
生
は
後
悔
な
い
よ
う
に
全
力
で
取
り
組
み
、

一
、二
年
生
は
先
輩
の
背
中
を
追
っ
て
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
は
現
在
三
年
生

四
名
、
二
年
生
六
名

で
平
日
四
日
間
と
土

曜
日
の
午
前
中
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
試

合
は
二
人
で
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
戦

う
ダ
ブ
ル
ス
、
全
員

が
一
団
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う
団
体
戦
が
あ
り

ま
す
。
技
術
だ
け
で
な
く
、
ペ
ア
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
連
携
、
自
分
で
考
え
行
動
す

る
力
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の
信
頼
関
係
が
戦
績

を
大
き
く
左
右
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
試
合
を

通
じ
て
、
仲
間
と
共
に
戦
う
喜
び
や
楽
し
さ
を

知
れ
ま
す
。
三
年
生
は
七
月
の
総
合
体
育
大
会

で
引
退
に
な
り
ま
す
。
全
員
が
後
悔
の
無
い
よ

う
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
三
年
生
が
六
人
、

二
年
生
が
八
人
、
一
年
生
が
九
人
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
四
人
で
大
会
に
向
け
て
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
貝
塚
南
高
校
で
初

め
て
二
部
昇
格
を
達
成
し
、
勢
い
に
乗
っ
て
ま

部
活
動
の
紹
介

部
活
動
の
紹
介
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す
。
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
現
在
一
年
生
が
五

人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
人
、
二
年
生
が
二
人
、

三
年
生
が
四
人
の
十
二
人
で
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
週
末
に
は

コ
ー
チ
の
方
に
来
て
も
ら
い
技
術
の
向
上
に
む

け
て
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
公
式
戦
で
一
試
合

で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験
が
あ
る
方
も

未
経
験
の
方
も
是
非
体
験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

動
し
て
い
ま
す
。
基
礎
練
習
に
加
え
、
公
式
球

を
使
っ
た
実
践
練
習
を
行
い
、
試
合
で
必
要
に

な
る
技
術
な
ど
も
お
互
い
に
教
え
合
い
、
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
貝
塚
市

民
戦
で
は
団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
と
も
に
善
戦
し
、

初
級
グ
ル
ー
プ
で
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
公
式
戦
で
一
つ
で
も
多
く
勝
つ
こ

と
を
目
標
に
練
習
に
励
み
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

　

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
新
た
に
四
人
の

一
年
生
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
、

高
体
連
主
催
の
公
式

戦
に
参
加
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
日
々
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
月
に
一

度
の
登
山
と
と
も

に
、
週
に
一
回
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
「
大
阪
ベ
ス
ト
32
」
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
生

徒
た
ち
は
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
新
た
に
一
年

生
が
六
人
入
部
し
、
雰
囲
気
も
大
き
く
変
わ
り

活
気
づ
い
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

で
は
結
果
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
地
域
の
大
会
で
は
徐
々
に
結
果
を
残
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
自
分
た
ち
で

考
え
戦
い
抜
く
力
や
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
で
学
ん
で
い

き
、将
来
に
活
か
せ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
チ
ー

ム
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
し
か
で

き
な
い
学
校
生
活
を
充
実
さ
せ
、
人
と
し
て
も

大
き
く
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
入
部
待
っ
て
い
ま
す
。　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
二
年
生
二
人
、

一
年
生
五
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
数
が
少

な
く
、
新
チ
ー
ム
に
切
り
替
わ
っ
て
か
ら
は
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
試
行
錯
誤
の
連
続

で
す
が
、「
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
む
こ
と
」「
自

ら
考
え
プ
レ
ー
す
る
こ
と
」「
大
阪
ベ
ス
ト
32
」

を
目
標
に
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
伝
統
あ
る
貝
塚
南
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

卓
球
部

卓
球
部

　

今
年
度
は
三
年
生
五
人
、
一
年
生
一
人
、
計

六
人
で
剣
道
場
と
い
う
広
い
場
所
を
使
っ
て
活

員
の
み
ん
な
で
考
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
秋
の
公
式
戦
に
向
け

た
対
策
と
し
て
、
気
象
や
地
図
を
読
む
読
図
の

勉
強
会
も
行
う
予
定
で
す
。
前
年
度
ま
で
は
出

来
な
か
っ
た
調
理
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策

と
熱
中
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
新
た
な
部
員
を
十
八

名
迎
え
、
全
員
で

二
十
八
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度

末
に
は
、
技
術
向
上

と
部
員
の
親
睦
の
た

め
に
合
宿
を
行
い
ま

し
た
。
箕
面
高
校
や

池
田
高
校
と
い
っ
た

北
部
の
学
校
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒

の
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
三
年
生
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最
後
の
大
会
で
は
ダ
ブ
ル
ス
府
大
会
二
位
と
い

う
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
な

る
成
長
に
向
け
て
今
年
一
年
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

柔
道
部

柔
道
部

　

柔
道
部
は
現
在
一

年
生
二
名
、
二
年
生

一
名
、
三
年
生
四
名

で
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
柔
道
着
を
着
て

稽
古
を
し
て
い
る
の

は
火
、
水
、
金
、
土

曜
日
で
す
。
土
曜
日
は
毎
週
近
隣
の
高
校
へ
合

同
練
習
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。
月
、
木
曜
日
は

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
験
者
は
い
な
く
皆
、
受
け
身
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。
部
内
の
目
標
は
全
員
黒
帯
取
得
を
掲
げ

日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

は
大
阪
府
の
公
立
高
校
大
会
で
第
2
位
に
な
り
、

今
年
度
は
大
阪
府
大
会
団
体
三
人
戦
の
部
で
三

位
に
な
れ
ま
し
た
。
貝
塚
南
高
校
創
立
後
初
の

栄
冠
で
す
。

剣
道
部

剣
道
部

　

剣
道
部
は
現
在
三

年
生
一
名
、
二
年
生

三
名
、
一
年
生
二
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

水
曜
日
と
金
曜
日
、

剣
道
場
で
大
会
や
昇

級
・
昇
段
に
向
け
た

練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
五
月

に
行
わ
れ
た
大
阪
府
大
会
に
、
個
人
と
団
体
で

出
場
し
ま
し
た
。
武
道
の
良
い
と
こ
ろ
は
、「
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
と
こ
ろ
で
す
。
武
道

に
興
味
の
あ
る
人
、
剣
道
っ
て
か
っ
こ
い
い
け

ど
少
し
近
づ
き
に
く
い
か
も
…
と
い
う
人
、
ぜ

ひ
一
度
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

　

前
年
度
ま
で
は
、
カ
ル
メ
リ
ー
タ
先
生
と
一

緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
替
わ
っ
て
今
年
は
、

エ
タ
ケ
・
ン
ガ
ジ
ェ
・
エ
ネ
ス
ト
先
生
を
お
迎

え
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
日
は
火
曜

日
、
活
動
場
所
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
で

す
。
英
語
の
ゲ
ー
ム
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て

い
ま
す
。
英
語
の
ゲ
ー
ム
に
終
始
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
昨
年
は
大
阪
府
主
催
の
世
界
の
高
校

生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
会
議
に
も
参

加
し
、
常
日
頃
使
用
し
て
い
る
ク
ロ
ム
ブ
ッ
ク

の
活
用
と
英
会
話
の
両
方
の
力
試
し
が
出
来
た

こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
ま
た
、
本
校
に

来
校
さ
れ
た
貝
塚
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
カ
ル

バ
シ
テ
ィ
の
高
校
生
と
の
交
流
も
出
来
、
民
間

外
交
員
と
し
て
の
役
割
も
果
た
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
部
員
が
一
名
で
す
。

皆
さ
ん
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

軽
音
楽
部

軽
音
楽
部

　

軽
音
楽
部
は
一
年
生
十
三
名
、
二
年
生
十
四

名
、
三
年
生
十
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
活
動
の
制
限
も
よ
う
や
く

解
除
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
等
の
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
八
月
十
一
日
に
は
コ
ス

モ
ス
シ
ア
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ

ウ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
ま
す
。
良
け
れ

ば
観
覧
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
文
化
祭
で

も
多
く
の
部
員
が
演
奏
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

華
道
部

華
道
部

　

華
道
部
は
、
火
曜
日
の
放
課
後
、
講
師
の
藤

院
未
生
流
の
南
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
生
け
花
を
は

じ
め
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
等
も
制
作
、
お
花
に
ま
つ
わ
る
知
識
も

教
わ
り
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
季
節
折
々
の
お
花
に
触
れ
る
と
心
が
穏
や

か
に
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
是
非
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。
活
動
場
所
は
三
号
棟
二
階
被

服
室
で
す
。

茶
道
部

茶
道
部

　

茶
道
部
は
現
在
一
年
生
三
名
、
二
年
生
四
名
、

三
年
生
二
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
活

動
日
は
、
毎
週
水
曜

日
で
す
が
、
テ
ス
ト

前
や
長
期
休
業
中

は
お
休
み
で
す
。
活

動
場
所
は
、
三
号
棟

西
校
舎
一
階
・
作

法
室
で
す
。
月
に

一
～
二
回
、
お
茶
の
先
生
に
来
て
頂
き
、
お
手

前
や
お
作
法
を
本
格
的
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

す
。
お
道
具
は
一
通
り
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
茶
代
と
お
菓
子
代
程
度
の
部
費
で
、
本

格
的
に
茶
道
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
今
年

は
文
化
祭
に
も
参
加
し
ま
す
。
部
員
大
募
集
中

で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
見
学
に
来
て
下
さ

い
ね
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。

放
送
部

放
送
部

　

毎
日
の
お
昼
休
み
に
「
貝
南
ラ
ン
チ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
」
を
放
送
で
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
リ
ク
エ

ス
ト
曲
の
紹
介
や
部
員
に
よ
る
特
集
コ
ー
ナ
ー

に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
式
・
入
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～
十
二
日(

土)

【
十
一
日
は
閉
館
】

で
す
。
六
名
が
出
品

し
ま
す
が
、
残
り
の

制
作
日
数
も
限
ら
れ

て
い
る
の
で
気
を
引

き
締
め
て
頑
張
り
ま

す
。
文
化
祭
で
は
絵

画
を
展
示
す
る
予
定

な
の
で
、
ア
ー
ト
に

つ
い
て
興
味
を
持
っ

た
人
は
ぜ
ひ
美
術
部

展
示
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

家
庭
科
部

家
庭
科
部

　

今
年
も
一
年
生
が
た
く
さ
ん
入
部
し
、
賑
や

か
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
カ
ス
テ
ラ
パ
ン
ケ
ー
キ
、
パ

ル
ミ
カ
レ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
文
化
祭
で
の

お
菓
子
販
売
に
向
け
て
、
腕
を
磨
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
部

パ
ソ
コ
ン
部

　

パ
ソ
コ
ン
部
は
現
在
、
三
年
生
五
名
、
二
年

生
二
名
、
一
年
生
七
名
の
計
十
四
名
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
活
動
日
は
月
・
火
・
水
曜
日
の

放
課
後
で
す
。
月
曜
日
に
は
部
員
全
員
で
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

主
に
文
化
祭
で
の
展
示
・
発
表
に
向
け
て
ゲ
ー

ム
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ピ
ン

グ
練
習
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系
の
資
格
試
験
の
練

習
を
行
っ
て
い
る
部
員
も
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

一
年
生
が
た
く
さ
ん
入
部
し
て
く
れ
た
の
で
、

活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部　　

♪ 

三
月
二
十
一
日
（
火
祝
）
堺
市
吹
奏
楽
連
盟

定
期
演
奏
会
（
堺
市
・
美
原
文
化
会
館
）

♪ 

六
月
四
日
（
日
）
岸
和
田
カ
ン
カ
ン
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
タ

　

新
た
に
入
部
し
た
一
年
生
が
司
会
進
行
を
務

め
、
演
奏
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

♪ 

六
月
十
七
日
（
土
）
第
四
十
三
回
定
期
演
奏

会（
貝
塚
市
民
文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー

中
ホ
ー
ル
）

　

一
年
生
も
合
わ
せ
て
十
五
人
と
い
う
少
人
数

の
た
め
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
に
も
演
奏
に
参

加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

♪ 

七
月
十
六
日
（
日
）
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
吹
奏
楽

祭
（
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺
）

　

コ
ン
ク
ー
ル
と
同
じ
会
場
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
演
奏
予
定
は

♪ 

七
月
二
十
三
日
（
日
）
貝
塚
熊
取
吹
奏
楽
祭

（
貝
塚
市
民
文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー
）

学
式
・
体
育
祭
な
ど
で
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
行
事
の
進
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

二
学
期
以
降
も
お
昼
の
リ
ク
エ
ス
ト
等
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
部

写
真
部

　

写
真
撮
影
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
学
校
の
一
眼
カ
メ
ラ
を
使
用

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
他
の
ク
ラ
ブ
の
練
習

風
景
や
試
合
・
演
奏
会
、
体
育
祭
や
文
化
祭
な

ど
の
校
内
イ
ベ
ン
ト
の
撮
影
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
写
真
に
興
味
の
あ
る
人
、
入
部
募
集
中

で
す
。

美
術
部

美
術
部　
　
　

　

部
員
数
は
一
年

生
三
名
、
二
年
生
四

名
、
三
年
生
六
名
の

計
十
三
名
で
す
。
現

在
は
、
毎
年
夏
休
み

に
開
催
さ
れ
る
「
高

校
展(

府
下
公
立
高

校
の
美
術
部
展
覧

会)

」
へ
の
出
品
を

目
指
し
て
制
作
し
た
り
、
デ
ッ
サ
ン
等
受
験
対

策
の
活
動
を
お
こ
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
高

校
展
は
い
つ
も
だ
と
天
王
寺
の
市
立
美
術
館
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
改
修
工
事
中
の
た
め
、
今

年
は
岸
和
田
市
の
マ
ド
カ
ホ
ー
ル
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
期
は
八
月
九
日(

水)

十
三
時
開
会

　

近
隣
の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
市
民
団
体
が

参
加
す
る
演
奏
会
で
す
。

♪ 

七
月
二
十
八
日
（
金
）
大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
・
南
地
区
大
会
（
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺
）

　

三
年
連
続
の
金
賞
受
賞
と
、
府
大
会
・
関
西

大
会
出
場
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

♪ 

八
月
一
日
（
火
）
泉
南
地
区
吹
奏
楽
部
中
高

合
同
イ
ベ
ン
ト

　

中
学
校
で
の
吹
奏
楽
部
の
中
高
合
同
イ
ベ
ン

ト
（
説
明
会
）
に
参
加
し
ま
す
。

　

九
月
以
降
は
文
化
祭
、
五
十
周
年
記
念
式
典

な
ど
で
演
奏
す
る
予
定
で
す
。

　

部
員
数
は
新
入
部
員
七
人
を
迎
え
、
現
在
、

三
年
生
五
人
、
二
年
生
三
人
、
合
計
十
五
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
三
年
生
が

引
退
し
ま
す
の
で
、
少
な
い
部
員
数
と
な
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
部
員
募
集
中
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

活
動
の
様
子
は　

http://w
w

w
.osaka-c.

ed.jp/kaizukam
inam

i/brass/index.htm

　

を
ご
覧
下
さ
い
。"
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部員数一覧表

演
劇
部

演
劇
部

　

演
劇
部
は
三
年
生
一
名
、
二
年
生
四
名
、
一

年
生
六
名
の
計
十
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
は
発
声
や
筋
ト
レ
、
滑
舌
な
ど
の
基
本

練
習
に
、
週
二
回
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
が
楽
し
め
る
舞
台
を
作
る
た
め
に
、
文
化

祭
で
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、

私
た
ち
の
舞
台
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

ダ
ン
ス
同
好
会

ダ
ン
ス
同
好
会

　

今
年
度
は
一
年
生

七
名
が
入
部
し
、
合

計
十
五
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
現
在
は

八
月
の
「
ダ
ン
ス
ス

タ
ジ
ア
ム　

地
域
大

会
」
出
場
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
初
心
者
が
多
数

の
中
、
振
り
付
け
や
構
成
、

衣
装
な
ど
を
部
員
だ
け
で

考
え
て
決
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
文
化
祭
な
ど
校

内
発
表
に
加
え
て
、
外
部

で
の
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

将
棋
部

将
棋
部

　

現
在
部
員
数
は
、三
年
生
一
名
、二
年
生
二
名
、

一
年
生
一
名
の
合
計
四
名
と
少
な
い
の
で
す
が
、

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
化
学
講
義
室
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
活
動
が
で
き
な
い

時
も
あ
り
ま
す
が
、
活
動
す
る
と
き
は
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
興
味
や
関
心
の
あ

る
方
は
、
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
部

イ
ラ
ス
ト
部

　

現
在
部
員
数
は
、
三
年
生
十
二
名
、
二
年
生

五
名
、
一
年
生
十
一
名
の
合
計
二
十
八
名
で
す
。

今
年
は
活
動
日
を
増
や
し
毎
週
月
水
金
曜
日
の

放
課
後
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
お
気
に
入
り
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
水
間
鉄
道
の
先
頭
部

に
取
り
付
け
る
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
文
化
祭
や

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
等
を
イ
ラ
ス
ト
で
描
く

こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
興
味
や
関
心
の
あ
る
方

は
、
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

合
唱
部

合
唱
部

　

今
年
は
二
年
生
一
名
の
み
で
す
が
、
週
一
回

顧
問
と
二
人
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭

で
は
四
曲
を
歌
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
曲
決
め
を
し
て
集
中
し
て
練
習
を

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

生
徒
会

生
徒
会

　

生
徒
会
執
行
部
で
は
主
に
行
事
の
企
画
・
運

営
や
か
い
に
ゃ
ん
の
装
飾
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
企
画
・
運
営
、Instagram

で
学
校
の
広

報
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
夏
の
授
業
体
験
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
学

校
説
明
に
む
け
て
自
分
た
ち
で
原
稿
や
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
貝
塚

南
高
校
が
よ
り
良
い
学
校
に
な
る
た
め
に
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


